
 

「師が走る。来週からは師走ですね。」 

校長 堀 内 篤 宏 

 １２月は「師走（しわす）」と呼ばれていますが、別の呼び方もたくさんあります。「極月

（ごくげつ）」「春待月（はるまたづき）」「限りの月（かぎりのつき）」「梅初月（うめは

つづき）」「窮月（きゅうげつ）」「除月（じょげつ）」「年の瀬（としのせ）」etc… それ

ぞれの呼び方の由来には諸説あるようですが、これだけ多くの呼び方があるという事は、日本

人にとって１２月には特別の想いがある事がみえてきます。 

 師走の語源説は「普段落ち着いている僧侶でさえ、新年を迎える準備に走り回るくらい忙し

い月」と解されることが多いようです。一年間の締めくくりの月ですね。  

さて、新しい年を迎えるにあたり「あなた」は去って行く１２月に何をしますか？ 

 

安全に関してのお願いです。学校だより「しらかば」第５号にて『夏型事故に注意』を掲載

させていただきましたが、やはり冬季には『冬型事故』に注意です。 

「スリップ事故」 

交差点やカーブ付近では周りの車の動きに注意しましょう。 

「吹雪による視界不良」 

こちらから見えていても車からは見えていない場合もあります。 

「除雪による死角」 

道路の除雪により普段と違う道路状況になります。車から見えにくい場所が出現します。

道路を横断する場合は手を挙げる等して自分がいることをアピールしてから横断です。 

「落雪事故」 

  軒下の通行はＮＧです。氷塊（ひょうかい：氷のかたまり）落下の危険があります。  

「冬でも水辺の事故」 

  川や池等にできた氷に乗って遊びたくなりますが自然に出来 

  た氷は薄い場所もあります。氷が割れて落水した場合は周り 

  の氷が薄い為、自分で水から上がる事はまずできません。上 

  がろうとすれば氷がどんどん割れていくだけです。万が一事 

故を見かけても自分で助けようとせず、すぐに消防署（１１９ 

番）へ電話し助けを待ちましょう。０℃の水に落水した場合は 

１５～３０分ほどで低体温となり意識がなくなるそうです。 

「注意一秒、怪我一生」事故防止を心がけましょう。 
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11 月８日に人権教室を行い

ました。 

今回体験した授業は「みんな違ってみんないい」。生徒

からは、「意見がすごくぶつかり合っておもしろかったで

す。人には様々な意見があり尊重しないといけないと学び

ました。」「ダイヤモンドランキングを作る時に、人と自

分は違っていいんだと気づきました。」という感想があり

ました。 

貴重な学びの時間を用意していただいた藤田麻美さんはじめ紋別人権擁護委員協議会の皆様、

ありがとうございました。 
 

 11月５日に参観日がありました。５校

時の参観授業は、１年生が英語、２年生が

社会、３年生が国語で、11名の保護者の

皆様に参観していただきました。生徒たち

の成長してきた様子はいかがだったでし

ょうか。授業後の学級懇談では、生徒の様

子・今後の行事などが話題となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新生徒会発足 

人権教室 

 ２日（月） 全校集会 

 ４日（水） 職員会議 

 ７日（土） ｸﾘｽﾏｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 吹奏楽部演奏 

１１日（水） 委員会活動日 

１２日（木） 給食講話 

１８日（水） 研修日 

１９日（木） 大掃除 

２０日（金） 終業式 

第３回参観日 

 10 月 25 日、立会演説会で立候補者の所信表明  

演説を行いました。  

生徒会長候補の佐伯さんは「日常的に話し合いや  

学校全体での意見交換を企画します。文化祭や運動  

会などの行事では、全員からアイデアを募集し、み  

んなで創り上げるイベントにしたいです。また、定  

期的にアンケートを実施して、生徒の意見や要望を  

集めます。小さな意見も大切にし、それを具体的な  

行動に結びつけることで、『自分の意見が尊重されている』と感じられる学校にし  

たいと思います。（要約）」と述べました。  

その後信任投票が行われ、見事５人の当選が決まりました。任期は１年間です。

西興部中学校のみんなのため、活躍してくれることでしょう。  

活動の様子 


